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Fig. 1 PbTiO3/SrTiO3 薄膜における90°ドメイン構造の (a) TEM 明視野像，(b) ABFSTEM 像，(c) 垂直歪み成
分//[110], [1̃10]，純粋剪断歪み成分，剛体回転の 2 次元歪みマップ．
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強誘電体薄膜の90°ドメインと整合界面の弾性相互作用
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Fig. 1 ( a )は，MOCVD 法で作製した PbTiO3 /

SrTiO3 エピタキシャル薄膜における90°ドメイン構造

を示す断面 TEM 像であり，大小の90°ドメインの回

折コントラストが見られる(1)．Fig. 1(b)は界面直上

に存在するナノサイズ90°ドメイン近傍の ABF

STEM 像である．拡大像とモデル図から，90°ドメイ

ンは{1̃01}面で囲まれ，その底面は(1̃01)面上に存在

し，Burgers ベクトル b＝1/2[1̃01]を持つ 2 本の部分

転位が約 2 nm 離れて存在することが分かる．この構

造は小傾角粒界における転位配列に類似しており，1
対の部分転位もしくは回位双極子の存在によって軸比

に起因した約3.6°の格子回転を補っている．特に，部

分転位の extrahalf plane が90°ドメイン境界を形成

しており，積層不整を伴ったドメイン境界構造を形成

している．90°ドメイン底部近傍の歪み解析の結果を

Fig. 1(c)に示す．左から垂直歪み//[110]，垂直歪

み//[1̃01]，純粋剪断歪み，格子回転を示す．純粋剪

断歪みおよび剛体回転から，界面における部分転位と

90°ドメインがせん断歪み場を介して弾性相互作用を

起こしていることを示している．90°ドメインが基板

界面と交差する領域では，刃状転位との弾性相互作用

により格子ミスマッチと格子回転を内包した構造を形

成することを示している．
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